






要約 健常人の血清のHTLV-1 抗体の保有状況を知る目的で、国立予防衛生研究所国内血清

銀行に保管されている血清のうち、福岡県、新潟県、群馬県において収集された健常者血

清合計 4,918 例について現行 PA 法(セロデイア ATLA)によるスクリーニングを行い、陽性

例について改良型 PA法、およびリコンビナントエンベロープ蛋白を抗原とした ELISA(r ・

env ・ ELISA)を行った。現行 PA 法による PA 陽性率は、福岡県 3.1%、新潟県 2.1%、群馬

県 2.0%であったが改良 PA 法では、それぞれ 1.6%、0.6%、0.6%に低下した。また、r・ env ・

ELISA ではそれぞれ 1.1%、0%、及び 0.3%であった。


